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タベースの構築、資料の総合を行い、それを基礎に各班は班の当初目標を作り上げることになる。�

　そして、過去3年間、第4班文化情報発信の新しい技術の開発という名称で、総合化・体系化そして情報発信を担う班を

組織し、活動してきたが、中間評価や外部評価での厳しい指摘を受けて、各班・各課題と連携して非文字資料の総合・体

系化を進め、情報発信するために新たに三つの班に再編成することにした。すなわち、第4班の地域統合情報発信、第5班

の実験展示、第6班の理論総括研究である。いずれの班も、今までの4班の研究担当者を中核に、1班から3班までで活動し

てきた担当者を加えて編成されている。特定の地域において総合し、体系化した非文字資料を、地域から発信する第4班、

展示という方法によって非文字資料を総合し、発信する第5班、そして文字資料をも念頭に置いて理論的に非文字資料を

体系化し、情報発信する理論総括研究班である。�

  これらの組織を示すと以下の通りになる。�

■第1班　図像資料の体系化と情報発信�

　1-1　マルチ言語版『絵巻物による日本常民生活絵引』の編さん刊行�

　1-2　『日本近世・近代生活絵引』の編さん�

　1-3　『東アジア生活絵引』の編さん�

■第2班　身体技法および感性の資料化と体系化�

　2-1　身体技法の比較研究�

　2-2　用具と人間の動作の関係の分析�

■第3班　環境と景観の資料化と体系化�

　3-1　景観の時系列的研究�

　3-2　環境認識とその変遷の研究�

　3-3　環境に刻印された人間活動および災害の痕跡解読�

■第4班　地域統合情報発信�

■第5班　実験展示�

■第6班　理論総括研究�

　以上により、本年からは、六つの班、八つの研究課題で、事業を展開し、当初目標としたことを達成することを目指す。

いよいよ、プログラムの成果が目に見える形で発信されることになる。大学内外の関係者、また非文字資料に関心を有す

る研究者の皆さんには、私どもが発信する情報に注目していただくと共に、情報発信の内容や方法について積極的に注文

していただきたい。私どものプログラムは5年間で終わるべきものでなく、神奈川大学を拠点に今後も引き続き活動してい

く意義が十分にあるものと信じており、皆さんの注文や要求が生かされる機会は今後より大きくなるものと予想するから

である。�
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●前田　禎彦�

　ジョン・ボチャラリ�

　鈴木　陽一�

　君　康道�

　金　貞我�

歴史民俗資料学研究科　助教授�

歴史民俗資料学研究科　非常勤講師／東京大学大学院総合文化研究科　教授�

外国語学研究科中国言語文化専攻　教授�

東京大学大学院総合文化研究科　専任講師�

COE教員（非常勤講師）�

氏名� 所属部局・職名�

●田島　佳也�

　西　和夫�

　福田　アジオ�

　中村　ひろ子�

　菊池　勇夫　�

日本常民文化研究所　教授�

日本常民文化研究所　教授�

歴史民俗資料学研究科　教授�

COE特任教授�
宮城学院女子大学学芸学部　教授�

●鈴木　陽一�

　福田　アジオ�

　中村　ひろ子�

　佐々木　睦�

　金　貞我�

前掲�

前掲�

前掲�

東京都立大学（首都大学東京）人文学部　助教授�

前掲�

�

1-1  マルチ言語版�
　　『絵巻物による日本常民生活絵引』�
　　 の編さん刊行�
�

1-2  『日本近世・近代生活絵引』の編さん�

1-3  『東アジア生活絵引』の編さん�

2006年度  課題別研究担当者（事業推進担当者・COE教員・共同研究員）�
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Now the time has come�
when we must not only continue our studies�
but also show the results to others in society.

●廣田　律子�

　山口　建治�

　川田　順造�

　夏　宇継�

歴史民俗資料学研究科　教授�

外国語学研究科中国言語文化専攻　教授�

日本常民文化研究所　客員研究員�

歴史民俗資料学研究科　非常勤講師�

氏名� 所属部局・職名�

2-1  身体技法の比較研究�

●河野　通明� 日本常民文化研究所　教授�

●香月　洋一郎�

　河野　眞知郎�

前掲�

鶴見大学文学部　教授�3-2  環境認識とその変遷の研究�

●北原　糸子�

　中島　三千男�

　大里　浩秋�

　孫　安石�

　金子　隆一�

　三鬼　清一郎�

　津田　良樹�

歴史民俗資料学研究科　非常勤講師�

歴史民俗資料学研究科　教授�

外国語学研究科中国言語文化専攻　教授�

外国語学研究科中国言語文化専攻　助教授�

東京都写真美術館学芸課　専門調査員�

元  歴史民俗資料学研究科　教授�

工学部建築学科　助手�

3-3  環境に刻印された人間活動および�
　　 災害の痕跡解読�

2-2  用具と人間の動作の関係の分析�

●佐野　賢治�

　中村　政則�

　橘川　俊忠�

　田島　佳也�

　廣田　律子�

　八久保　厚志�

　木下　宏揚�

　能登　正人�

　長瀬　一男�

　佐々木　長生�

　平井　 誠�

歴史民俗資料学研究科　教授�

歴史民俗資料学研究科　教授�

歴史民俗資料学研究科　教授�

前掲�

前掲�

前掲�

工学研究科電気電子情報工学専攻　教授�

工学研究科電気電子情報工学専攻　助教授�

株式会社わらび座　チーフディレクター�

福島県立博物館学芸課　専門学芸員�

人間科学部　助教授�

氏名� 所属部局・職名�

地域統合情報発信�

●的場　昭弘�

　福田　アジオ�

　香月　洋一郎�

　橘川　俊忠�

　鈴木　陽一�

　小馬　徹�

　齊籐　隆弘�

　能登　正人�

歴史民俗資料学研究科　教授�

前掲�

前掲�

前掲�

前掲�

日本常民文化研究所　教授�

工学研究科電気電子情報工学専攻　教授�

前掲�

氏名� 所属部局・職名�

理論総括研究�

●中村　ひろ子�

　福田　アジオ�

　河野　通明�

　田上　繁�

　青木　俊也�

　浜田　弘明�

　刈田　均�

　榎　美香�

前掲�

前掲�

前掲�

歴史民俗資料学研究科　教授�

COE教員（非常勤講師）／松戸市立博物館　学芸員�
前掲�

横浜歴史博物館　学芸員�

千葉県立中央博物館歴史学研究科　上席研究員�

氏名� 所属部局・職名�

実験展示�

●大里　浩秋、田島　佳也、前田　禎彦�

●ホームページ委員会�
●佐野　賢治、木下　宏揚、能登　正人、孫　安石�

●編集・出版委員会 �
●香月　洋一郎、橘川　俊忠、中村　ひろ子、冨井　正憲、田上　繁�

●COE研究員（PD）�
　樫村　賢二、國弘　暁子、本田　佳奈、丸山　泰明�

●COE研究員（RA）�
　王　京、土田　拓、彭　偉文、劉　渇氷、フレデリック・ルシーニュ�

●国際シンポジウム実施委員会 �
●大里　浩秋、河野　通明、田上　繁、的場　昭弘、北原　糸子、金　貞我�

●香月　洋一郎�

　八久保　厚志�

　冨井　正憲�

　浜田　弘明�

日本常民文化研究所　教授�

人間科学部　助教授�

工学部建築学科　専任講師�

COE教員（非常勤講師）／桜美林大学資格・教職教育センター　助教授�

氏名� 所属部局・職名�

3-1  景観の時系列的研究�


